
征釡鉐P㌲蕚査察宰 繢繢繢繢

征釡潙氣P淤

硃摹摹礜摹摹笒

翬緹緫朮柤麑Ô 翬緹緱朮柤麑Ô 翬緹緹朮柤橲二制Ô

ò摹摹摹ª
譆奏潙泻熇溱譙

晝喋⑳輯淝淝熺溱擄斃鴈潙﨟棒菏ホ喪沸澼⎡﨡瓉篇尨̌潙尨并㮶獐嶂玢檥淝瓉藻棒淝歧涪┽罰殭玢⑳輯練潙
塘謎湞ぉ遊瓉労玢擐

徙摹摹摹〵
譆㌵菏奏瓉徙〵溱譙

⑳輯練

征釡塔廂

ㇶ篇尨頓罰爕ニく潙帑苙沸澼輯篇睎腧苽縨菑苽菏０迩㍽癧粏笒芡菑艴菏60厨輯尨36ト㯃帑苙殭玢ニく灵
複秤̌潙⑳輯練釡鳩潙栞鳩擐
ㇷ⑳輯練朸グ善共同組合潙ぉ遊擐
ㇸ⑳輯練満溱徙殭玢┽罰衒̌潙腑61爕况ヶ菏’詹椪諦菏眛橲涪̌潙腑睿椊擐
ㇹ哢史枴爕⑳輯表善̌灵潙ヱ檳徙〵70潙况胞̌擐

賤稠┃占 詼苜斃⑳輯練潙ル五̌溱欄殭玢襭憎¶踽襭

帑苙苜┃
⌘ö遊 Ḿ埣ハ弗潡窩巵à弴譆埣ハ纏弗潡窩巵à弴70𨏍摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹譙

Ḿ汴潙摂譆摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹摹譙

征釡﨨偏

征鳩征釡鞭 ⑳輯練ぉ遊征釡

征釡梅埆朮柤 蓖北踽蹻朮柤 祚橲グ八 斃鴈嶢菟グ糫糫賓雍à弴帷

驟Ⓜ満 斥 緱繢綆縈繮緹
桧
塘 緹綌緫 斥 緱縠綆縕緱縠

桧
塘 緹綌緫 斥 緱縠綆緫縠縑

桧
塘

悼染詹Ⓜ満 斥
桧
塘 緫綌縑 斥 緱綆縈緫緹

桧
塘 緫綌縑 斥 緱綆緹繮繢

桧
塘

延晝帆Ⓜ満̌ 斥
桧
塘 緫綌緱 斥 緱繢縠

桧
塘 斥

桧
塘

桧
塘

桧
塘

桧
塘

桧
塘

桧
塘

桧
塘

桧
塘

桧
塘

桧
塘

桧
塘

桧
塘

桧
塘

桧
塘

桧
塘

桧
塘

桧
塘

桧
塘

桧
塘

桧
塘

桧
塘

桧
塘

桧
塘

桧
塘

桧
塘

桧塘

桧塘

霸癩緹緱朮柤
征釡’潙厨湞塔ワ
絓斥浅’輩𣜿絙

塔摹摹摹摹摹廂 ů摹摹摹受

⑳輯練満况ヶ擄⑳輯練満ユⓂ眛橲擄⑳輯練満頓罰ニく̌’詹椪諦ワ仁〰渡
’摹湞湄

縈縈綆緹繮縠

⑳輯練満┽罰42’譆韮衒〰渡̌譙 緱綆繇緹繢

汴潙摂 繇綆緱緹縕 縈綆繮繇縑 繢綆繇縕緫

慎l⎡遜 繇緹綆縈繇縈 縠繢綆繮緫繇 繇緫綆縈緱繇

枴腑頓ů

奮×70⎞祚
絓藻詹艷̌絙

⎡遜塔ワ

翬緹緫朮柤麑Ô 翬緹緱朮柤麑Ô 翬緹緹朮柤橲二制Ô

楼柮腑頓ů

緱繇綆縈縠緹

ö籬42’絓罡絙 縠緱綆緱緫縠 縕縑綆繢繇繇 縠緱綆繇緫縕

G征釡’絓罓絺罡絙 繇繮綆縑繮繢 繇緹綆繢繢緱 繇繮綆緫縠繇

緹綌緹

斥浅’セ絓罓絙 緱繢綆縈繮緹 緱繢綆緫緫縑

歹征Ⓜ満舂 鉐Ô斥浅’ 歹征Ⓜ満舂 鉐Ô斥浅’ 歹征Ⓜ満舂 鉐Ô斥浅’

翬緹緫朮柤麑Ô 翬緹緱朮柤麑Ô 翬緹緹朮柤橲二制Ô

桧塘

縈縠

返Ě⎞祚ů 緱繮綆繢縕縈



征釡鉐P㌲蕚査察宰 繢繢繢繢

豹鼠

ㇶ 斥

ㇷ 浅

ㇸ

ㇶ 塘

ㇷ 塘

ㇸ

癩詬ò閹
譆ò閹淝殭玢癩詬譙

哢Y闕尨并̇﨟蕁溱潡擄晝喋⑳輯泆𣝣淛潡徙泱淛槩湞椊檥淝熺哘𣜿栝獦擄⑳輯練潙詬泻殭櫻琶潡哢槩椊熺潙
㯃栝玢擐霸晝蕁溱槏椊涪熺制輯菏勿̇┽罰湞湄丱僥㮶獐袗欹㯃廛毿獐琫涪椊玢潙淛擄⑳輯練㯃60厨輯尨36
ト潙┽罰溱熺ǽ鈬ª溱複秤歧擄０溱輯尨ニく溱浘椊涪潡擄腎氛淝湞洿涪ニく窩怡㯃淛槩玢猧𣗄溱柏熇玢擐

⑳輯練潡貊彦60厨輯尨36ト㮶獐潙P㍈溱猧獦貊彦60厨輯尨ニく溱熺複秤歧涪椊玢㯃擄責歙潡P㍈潙衄㏍

豹鼠橲泻獦硃礜笒
譆G征釡’緌┽罰窩

閹譙

糫G征釡’摹緌糫篇尨̌溱頓罰歧泻練満舂 縠繮綆繮緱繮

糫G征釡’摹緌糫篇尨̌溱頓罰歧泻浅舂 縕緱緹綆繢繮緫 縑縠繇綆緱繢縠 縑繮縈綆縠縑緫

緱縕縕 緱縕縠 緱緹縕

緱緫繇綆繮繇緹 緱縈縑綆緫緱緹

┽罰帑カ

┽罰窩閹熺歧𣜿潡癩詬窩閹 翬緹緫朮柤 翬緹緱朮柤 翬緹緹朮柤絓Wス煨絙

篇尨̌潙尨并̇﨟蕁溱頓罰歧泻練満舂 緱綆緱縈繇 縠繇縕 縕繮緫

篇尨̌潙尨并̇﨟蕁溱頓罰歧泻浅舂

征釡﨨偏

征鳩征釡鞭 ⑳輯練ぉ遊征釡

征釡梅埆朮柤 蓖北踽蹻朮柤 祚橲グ八 斃鴈嶢菟グ糫糫賓雍à弴帷

責歙潙征釡潙
苜圃淤

﨑湾擄嚊淤⑳輯練㯃ネ洿涪椊玢泱淺眛橲パスカル40̌潙勿̇┽罰溱浘椊涪潡擄斃鴈㮶獐熺𣇄ち歧煨爕殭椊擐瑭㮶
獦爕殭椊擐晷淝囂℀淛栝玢擐責歙潡擄赶淤⑳輯練満熺勿̇┽罰瓉ネ𣗄湞湄擄⑳輯練┽罰潙展帑溱柏熇涪椊𣜿擐

鰔ゖ複68単
譆摂60齠喪淛潙
書疏征釡潙憎湞

湄譙

菟楼潙焫淝瓿湄潙斃﨤襁溱⑳輯練㯃ル五欛琫擄煑泻擄哢史枴真淛潡哢史斃淝几斃瓉輩槩⑳輯練㯃ル五欛
琫擄⑳輯袿グ煑泻潡斃﨤襁潙祚橲グ八㯃⑳輯練溱欄殭玢栞鳩征鳩瓉ネ洿涪椊玢擐

０ヒ征慌 湞歧擐

征釡潙60攸℀卒
⑳輯練潡貊彦60厨輯尨36ト㮶獐潙P㍈溱猧獦貊彦60厨輯尨ニく溱熺複秤歧涪椊玢㯃擄責歙潡P㍈潙衄㏍
溱㮶㮶瑭獐毗擄輯尨ニく溱浘椊涪潡擄セ逸蕁㮶獐ǽ鈬ª溱牀W瓉頓歧涪60厨輯尨36ト潙慎満淝歧涪欄瑭洿
涪椊𣜿氣P㯃栝玢泻熇擄⑳輯練潙祚𣗄櫻琶溱浘椊涪悼遲チ殭玢匝丱㯃栝玢擐

縈繇



38 
 

消防団運営事業補足説明資料 

2010 年 9 月 4 日 

 

■消防団の報酬・費用弁償について 

 

報酬（月額） 

階  級 報 酬 額 階  級 報 酬 額 

団  長 １１，０００円 部  長  ２，８００円 

副 団 長  ７，５００円 班  長  ２，６００円 

分 団 長  ５，４００円 団  員  ２，４００円 

副分団長  ３，０００円   

 

費用弁償・報償金（出動１回につき） 

・２時間以内の時   ２，０００円 

・２時間を超える時  ２，０００円に１時間ごとに５００円を加算した額 

 

 

平成２１年度支払額（単位：円） 

 4～6 月 7～9 月 10～12 月 1～3 月 合 計 

報酬 3,680,700 3,724,800 3,734,400 3,734,400 14,874,300 

出動・訓練 2,669,500 3,649,500 3,664,500 4,464,000 14,447,500 

合計 6,350,200 7,374,300 7,398,900 8,198,400 29,321,800 

 

 

平成２１年度出動状況（単位：回数） 

  4 月～6 月 7 月～9 月 10 月～12 月 1 月～3 月 合 計 

出動 45 44 42 25 156 

訓練 74 126 80 126 406 

啓発 10 0 38 17 65 

合 計 129 170 160 168 627 

 

 

平成２１年度出動人員（単位：人） 

  4 月～6 月 7 月～9 月 10 月～12 月 1 月～3 月 合 計 

出動 177 214 155 129 675 
訓練 885 1,459 883 1,549 4,776 

啓発 245 0 639 360 1,244 
合 計 1,307 1,673 1,677 2,038 6,695 
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１．消防団とは 

 

  消防団は消防組織法第９条の規定にもとづいて全国ほとんどの市町村に設置されてい

る消防機関で、消防団員の身分は、非常勤特別職の地方公務員となっています。 

  消防団員は、他に本業を持ちながら災害時には「自分たちのまちは、自分たちで守る」

という精神に基づき消防・防災活動を行っています。 

  枚方市消防団は、地域ごとの１０分団で構成されており、平成２２年４月１日現在の団

員数は４７８人となっています。平成１４年度からは女性消防団員も採用し、市民への広

報・啓発活動及び応急手当の普及を中心に活躍しています。 

 

 

２．消防団の抱える問題 

  

  近年の社会経済情勢の変化により、全国的に団員数の減少が続いており、団員の高齢化

も進んでいます。また、消防団員に占める会社員の割合が約７割にまで増加してきており、

昼間における消防力の低下が懸念されています。 

 

 

３．今日に期待される消防団の役割 

 

  枚方市では、常備消防の人員及び装備の充実が進んでいることから、通常の火災では、

消防団はその補完的な役割を果たすことになっています。しかし、近い将来に発生が懸念

されている東南海・南海地震などの大規模災害が発生した場合には、災害の防御活動に多

数の人員が必要とされ、交通が途絶した等の事情により常備消防の活動が大きく制約され

るため、消防団の役割は極めて重要となります。 

  また、平常時には、消防団は、地域社会における消防防災活動の中核的な存在として、

地域に密着した幅広い活動や自主防災組織等に対する育成や指導を積極的に行っていく

ことが期待されています。 


